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宋
・
太
宗
「
五
絃
阮 (

ご
げ
ん
げ
ん)

」
の
調
弦
の
解
明 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

深
草
ア
キ 

一 

解
題 

	 

お
お
よ
そ
唐
の
則
天
武
后
の
後
半
か
ら
開
元
に
入
る
少
し
前
あ
た
り
に
現
れ
た
で
あ
ろ
う
四
絃
の
阮

咸
に
、
更
に
一
絃
付
け
加
え
ら
れ
た
五
絃
阮
な
る
楽
器
が
、（
宋
）
太
宗
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。（
南
宋
）

李
燾
『
續
資
治
通
鑑
長
編 

五
百
二
十
巻
』
巻
三
八
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）
。 

  
 

至
道
元
年

上
嘗
謂

舜
作
五
絃
之
琴
以
歌
南
風

後
王
因
之
復
加
文
武
二
絃

乃
増
作
九
絃
琴
五	 
	 

	 
	 

絃
阮

別
造
新
譜
三
十
七
卷

阮
四
絃

今
増
為
五

曰
金

木

水

火

土

則
五
材
並
用
而	 

	 
	 

不
悖
矣

 
 
 
	 

 
 

「
至
道
元
年
（
九
九
五
）
…
太
宗
皇
帝
は
嘗
て
こ
の
よ
う
に
謂
わ
れ
た
。
舜
帝
は
五
絃
の
琴
を
作
ら 

 
 

れ
、
そ
し
て
南
風
を
歌
わ
れ
た
。
後
の
王
は
こ
の
こ
と
に
因
（
ち
な
）
ん
で
五
絃
の
琴
に
ま
た
文
・ 

 
 

武
の
二
絃
を
加
え
ら
れ
た
と
。
か
く
て
、
太
宗
皇
帝
に
よ
っ
て
九
絃
琴
と
五
絃
阮
と
い
う
新
し
い
楽 

 
 

器
が
作
ら
れ
、
ま
た
別
に
新
曲
三
七
巻
も
つ
く
ら
れ
た
。（
太
宗
皇
帝
は
い
わ
れ
た
）
…
阮
（
阮
咸
） 

 
 

は
四
絃
で
あ
る
が
、
今
一
絃
増
し
て
五
絃
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
は
金
、
木
、
水
、
火
、
土
、  

 
 

 
 

と
言
う
。
ま
さ
し
く
五
行
を
並
び
用
い
た
と
な
れ
ば
、
万
物
の
道
理
に
そ
む
い
て
い
な
い
と
い
う
こ 

 
 

と
で
あ
る
…
」 

  

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
本
の
絃
を
持
つ
五
絃
阮
な
る
楽
器
が
宋
代
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
李

燾
が
ど
の
よ
う
な
書
物
か
ら
引
用
し
て
こ
の
文
章
を
記
し
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
北
宋
後
期
に
、
陳

暘
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
樂
書
』
（
注
２
）
の
阮
咸
琵
琶
の
条
に
は
、
阮
咸
は
五
絃
と
記
さ
れ
、
太
宗
に

よ
っ
て
旧
制
の
四
絃
の
阮
咸
に
一
絃
が
加
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
こ
に
は
、
こ
の

五
絃
阮
な
る
楽
器
の
調
弦
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
稿
は
こ
の
『
樂
書
』
の
記
述
を
読
み
解
き
、
当
時
の
五
絃
阮
の
調
弦
の
解
明
を
試
み
、
ま
た
旧
制
と

記
さ
れ
て
い
る
四
絃
阮
（
阮
咸
）
の
調
弦
に
も
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

二 

『
樂
書
』
の
記
述 

䣕
樂
書
䣖
巻
一
四
五 

の
阮
咸
琵
琶
の
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）
。 

 



 2 

【
図
一
】
『
樂
書
』
巻
一
四
五 

阮
咸
琵
琶
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
〈
宋
刊
元
修
〉 

 

（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
） 



 3 

 	 
	 

阮
咸
五
弦

本
秦
琵
琶

而
頸
長
過
之

列
十
二
柱
焉

太
宗
舊
制
四
絃
上
加
一
絃

散
呂
五
音

	 

	 
	 

呂
絃
之
調
有
数
法

大
絃
為
宮
是
正
声

或
為
下
徴

或
為
下
羽

阮
類
琴

有
濁
中
清
三
倍	 

	 
	 

聲

上
隔
四
柱
濁
声
也

應
琴
下
暉

中
隔
四
柱
中
声
也

類
琴
中
暉
下
暉

下
隔
四
柱
清
声

類	 

	 
	 

琴
之
上
暉

今
太
常
樂
工
俗
譜

按
中
隔
第
一
絃

第
一
柱
下
按
黄
鐘

第
二
柱
下
按
大
呂

第	 

	 
	 

二
絃

第
一
柱
上
按
太
蔟

第
一
柱
下
按
夾
鐘

第
二
柱
下
按
姑
洗

第
三
柱
下
按
中
呂

第
三	 

	 
	 

絃

第
一
柱
上
按
蕤
賓

第
一
柱
下
按
林
鐘

第
二
柱
下
按
夷
則

第
三
柱
下
按
南
呂

第
四
絃	 

	 
	 

第
一
柱
下
按
無
射

第
五
絃

第
一
柱
下
按
応
鐘

第
二
柱
是
黄
鐘
清

第
三
柱
是
大
呂
清

	 

	 
	 

第
四
柱
是
太
蔟
清

所
有
夾
鐘
清

在
下
隔
也

凡
此
本
應
五
音

非
有
濁
中
清
之
別
也

今
誠	 

	 
	 

去
四
清
声
以
合
五
音

則
舜
琴
亦
不
是
過
也	 
（

	 

内
は
原
文
の
割
り
注
） 

	 
	 

「
阮
咸
は
五
弦
で
あ
る
。
秦
琵
琶
を
本
に
し
て
い
る
が
、
棹
が
之
よ
り
長
く
、
一
二
の
柱
が
並
ん
で 

 
 

い
る
…
太
宗
皇
帝
は
旧
制
の
四
絃
に
一
絃
を
加
え
ら
れ
た
。
散
声
は
呂
の
五
音
と
な
る
。

呂
絃
の 

 
 

調
は
数
法
あ
る
。
大
絃
を
宮
と
す
る
の
は
正
声
で
あ
る
が
、
大
絃
を
下
徴
に
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、 

 
 

大
絃
を
下
羽
に
す
る
場
合
も
あ
る

。
阮
は
琴
に
類
し
て
濁
中
清
の
三
倍
の
聲
が
あ
る
。
上
隔
の
四 

 
 

柱
は
濁
声
で
あ
り
琴
の
下
暉
に
応
じ
て
い
る
。
中
隔
の
四
柱
は
中
声
で
琴
の
中
暉
下
暉
に
類
し
て
い 

 
 

る
。
下
隔
の
四
柱
は
清
声
で
琴
の
上
暉
に
類
し
て
い
る
。
今
、
太
常
楽
工
の
俗
譜
で
は
、
中
隔
の
第 

 
 

一
絃

第
一
番
目
の
柱
（
フ
レ
ッ
ト
）
の
下
を
押
さ
え
れ
ば
黄
鐘
と
な
る
。
第
二
番
目
の
柱
の
下
を 

 
 

押
さ
え
れ
ば
大
呂
と
な
る

。
第
二
絃 

第
一
番
目
の
柱
の
上
を
押
さ
え
れ
ば
太
蔟
と
な
り
、
第 

 
 

 
 

一
番
目
の
柱
の
下
を
押
さ
え
れ
ば
夾
鐘
と
な
る
。
第
二
番
目
の
柱
の
下
を
押
さ
え
れ
ば
姑
洗
と
な
る
。 

 
 

第
三
番
目
の
柱
の
下
を
押
さ
え
れ
ば
仲(

中)

呂
と
な
る

第
三
絃

第
一
番
目
の
柱
の
上
を
押
さ 

 
 

え
れ
ば
蕤
賓
と
な
り
、
第
一
番
目
の
柱
の
下
を
押
さ
え
れ
ば
林
鐘
と
な
る
。
第
二
番
目
の
柱
の
下
を 

 
 

押
さ
え
れ
ば
夷
則
と
な
る
。
第
三
番
目
の
柱
の
下
を
押
さ
え
れ
ば
南
呂
と
な
る

。
第
四
絃

第
一 

 
 

番
目
の
柱
の
下
を
押
さ
え
れ
ば
無
射
と
な
る

第
五
絃

第
一
番
目
の
柱
の
上
を
押
さ
え
れ
ば
応 

 
 

鐘
と
な
る
（
原
文
は
「
柱
下
」
に
作
る
が
「
柱
上
」
の
誤
り
。
柱
の
下
を
押
さ
え
て
は
応
鐘
と
な
ら 

 
 

な
い
）
。
第
二
番
目
の
柱
は
黄
鐘
清
に
な
る
。
第
三
番
目
の
柱
は
大
呂
清
と
な
り
、
第
四
番
目
の
柱 

 
 

は
太
蔟
清
と
な
る
。夾
鐘
清
の
あ
る
所
は
下
隔
で
あ
る
。凡
そ
こ
れ
ら
の
音
は
本
来
五
音
に
応
じ
、 

 
 

濁
、
中
、
清
の
別
が
有
る
の
で
は
な
い
。
今
、
も
し
四
つ
の
清
声
を
取
り
去
り
五
音
に
合
わ
せ
る
な 

 
 

ら
ば
、
帝
舜
の
琴
も
こ
れ
（
五
絃
阮
）
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
」 

 

三 

記
述
を
基
に
図
に
起
す 
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『
樂
書
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
一
二
個
あ
る
柱
を
四
つ
ず
つ
に
分
け
、
そ
れ
を
上
隔
、
中
隔
、
下
隔
と

し
て
い
る
。
そ
の
中
隔
の
四
つ
の
柱
に
第
一
絃
か
ら
第
五
絃
に
か
け
て
黄
鐘
か
ら
始
ま
り
太
蔟
清
ま
で
の

一
五
の
律
呂
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
夾
鐘
清
は
下
隔
に
在
る
と
な
っ
て
い
る
）
。
も
ち
ろ
ん
第
一
絃
か
ら

第
五
絃
に
か
け
音
が
高
く
な
っ
て
ゆ
く
。
又
、
原
文
中
に

上
按
…
、
下
按
…

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
例
え
ば

…
柱
上
按
…

と
あ
る
の
は
、
そ
の
柱
の
承
絃
側
を
指
で
押
さ
え
て
、
…
柱
下
按
…

は
そ
の
柱
の
覆
手
側
を
指
で
押
さ
え
て
、
然
る
べ
き
音
を
出
す
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
柱
（
フ
レ
ッ
ト
）
の
あ
る
楽
器
で
は
、
そ
の
柱
の
上
を
押
さ
え
れ
ば
そ
の
柱
の
音
に
な
る
が
、
下
を

押
さ
え
れ
ば
次
の
柱
の
音
に
な
る
。 

 

阮
咸
の
元
で
あ
る
所
謂
漢
式
型
の
琵
琶
の
柱
制
（
フ
レ
ッ
ト
の
付
き
方
）
は
、
『
通
典
』
に
収
め
ら
れ

て
い
る
（
晋
）
傅
玄
の
琵
琶
賦
序
や
、
『
藝
文
類
聚
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
晋
）
成
公
綏
の
琵
琶
賦
に

よ
れ
ば
、
柱
の
数
は
一
二
と
さ
れ
、
傅
玄
の
琵
琶
賦
序
で
は
律
呂
に
配
さ
れ
て
い
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
基
本
的
に
は
一
律
ず
つ
の
間
隔
で
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
４
）
。
唐
の
阮
咸
は

棹
が
長
く
な
り
一
三
柱
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
（
『
通
典
』
、
巻
一
四
四
）
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
唐

代
の
阮
咸
の
遺
物
で
あ
る
正
倉
院
所
蔵
の
阮
咸
は
桑
木
阮
咸
も
螺
鈿
紫
檀
阮
咸
も
共
に
一
四
柱
で
あ
る
。

螺
鈿
紫
檀
阮
咸
の
柱
の
位
置
は
、
九
柱
ま
で
は
現
状
で
適
当
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
五
柱
は
正
当

で
な
く
、
桑
木
阮
咸
と
な
る
と
、
腹
板
上
に
付
け
ら
れ
て
い
る
新
柱
の
間
に
、
旧
柱
の
附
着
痕
が
認
め
ら

れ
る
と
云
う
（
林
一
九
九
四
、
四
九
頁
〜
五
〇
頁
）
。
正
倉
院
の
阮
咸
が
、
何
故
『
通
典
』
等
に
記
さ
れ

て
い
る
阮
咸
の
一
三
柱
の
制
度
と
は
異
な
り
、
一
四
柱
に
付
け
替
え
ら
れ
た
の
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
最

早
は
っ
き
り
と
は
判
ら
な
い
が
、
今
回
の
調
弦
解
明
に
直
接
影
響
が
無
い
の
で
、
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て

お
く
し
か
無
い
。
正
倉
院
の
阮
咸
を
基
に
す
れ
ば
、
一
三
柱
の
阮
咸
の
柱
制
は
【
図
二
】
の
よ
う
な
る
䣎 

 

【
図
二
】 
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『
樂
書
』
に
よ
れ
ば
太
宗
の
五
絃
阮
（
阮
咸
琵
琶
）
は
一
二
柱
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
【
図
二
】
の
阮

咸
の
柱
制
を
基
に
し
て
、
一
二
柱
に
し
た
図
に
、
こ
の
中
隔
の
柱
の
律
名
を
、
記
述
を
基
に
配
置
す
る
と

正
に
【
図
三
】
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 

【
図
三
】  

 

  

第
一
絃
の
第
六
柱
の
黄
鐘
か
ら
、第
五
絃
の
第
六
柱
の
黄
鐘
清
ま
で
を
八
度（
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
）と
し
、

そ
の
内
に
一
一
個
の
律
名
が
各
絃
に
配
置
さ
れ
、
他
に
三
つ
の
清
声
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
丸
印
の
律
名

が
『
樂
書
』
の
文
中
に
記
さ
れ
た
律
名
の
位
置
だ
が
、
こ
れ
を
基
に
し
て
他
の
柱
の
律
名
と
散
声
（
開
放

絃
）
を
割
り
出
し
記
し
て
み
た
。
結
果
的
に
こ
の
様
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
前
記
の
上
、
下
の
記
述

を
、
承
絃
側
と
覆
手
側
に
し
た
こ
と
は
合
理
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
【
図
三
】
の

よ
う
に
太
宗
の
五
絃
阮
の
柱
制
が
、
唐
の
阮
咸
の
柱
制
を
踏
襲
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
散
声
を
音

の
高
い
順
に
右
か
ら
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

第
五
絃
﹇
姑
洗
（
第
一
絃
よ
り
八
度
高
い
音
）
﹈
羽 

第
四
絃
﹇
太
蔟
﹈
徴 

第
三
絃
﹇
応
鐘
﹈
角 

第
二
絃
﹇
林
鐘
﹈
宮 

第
一
絃
﹇
姑
洗
﹈
羽 

 

こ
れ
は
、
第
二
絃
の
林
鐘
を
宮
と
す
れ
ば
、
第
一
絃
の
姑
洗
は
羽
、
第
三
絃
の
応
鐘
は
角
、
第
四
絃
の

太
蔟
は
徴
、
第
五
絃
の
姑
洗
（
第
一
絃
の
八
度
高
い
音
）
は
八
度
高
い
羽
と
な
り
、
商
声
は
無
い
が
、
林
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鐘
均
の
五
声
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
が
判
る
。
「
…
散
呂
五
音
…
（
散
声
は
呂
の
五
音
と
な
る
）
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
散
声
（
開
放
絃
）
が
、
陰
呂
で
あ
る
林
鐘
を
宮
と
す
る
林
鐘
均
の
五
音
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
散
声
が
陰
呂
（
大
呂
、
夾
鐘
、
仲(

中)

呂
、
林
鐘
、

南
呂
、
応
鐘
）
か
ら
の
五
つ
の
音
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
と
れ
る
が
、
こ
の
中
隔
の
記
述
か
ら
す
れ

ば
、
中
隔
以
外
の
柱
制
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
も
、
散
声
が
陰
呂
の
五
音
に
は
成
り
得
な
い
。 

 

四 

調
弦
へ
の
言
及 

	 

䣗
図
三
】
を
見
れ
ば
、
そ
の
調
弦
は
自
明
の
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
五
絃
阮
は
こ
の
よ
う
な

調
弦
に
な
っ
た
か
を
推
察
す
る
に
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
第
四
絃

の
太
蔟
の
絃
を
取
り
除
い
て
、
散
声
を
、
姑
洗
、
林
鐘
、
応
鐘
、
姑
洗
（
第
一
絃
の
八
度
高
い
音
）
の
四

絃
に
し
て
み
る
。
す
る
と
こ
れ
は
、
我
が
国
の
『
和
名
類
聚
抄
』
に
清
風
調
と
記
さ
れ
て
い
る
阮
咸
の
調

弦
と
同
じ
型
の
調
弦
と
な
る
の
で
あ
る
。
清
風
調
は
、
『
和
名
類
聚
抄
』
引
く
と
こ
ろ
の
『
阮
咸
譜
』
に

よ
れ
ば
、
琵
琶
の
風
香
調
と
同
音
の
羽
調
式
型
の
調
弦
な
の
で
あ
る
（
注
５
）
。
羽
調
式
と
は
、
宮
、
商
、

角
、(

変
徴)

、
徴
、
羽
、(

変
宮)

、
宮
、
の
内
、
羽
を
主
音
と
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
調
弦
は

羽
調
式
の
曲
を
演
奏
す
る
場
合
も
っ
と
も
合
理
的
な
調
弦
と
な
る
。 

 

則
ち
、
こ
の
様
な
羽
調
式
型
の
調
弦
を
持
っ
た
従
前
の
四
絃
阮
に
、
更
に
一
絃
を
加
え
、
第
一
絃
と
第

五
絃
と
を
八
度
（
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
）
に
す
る
為
に
、
第
四
絃
を
太
蔟
の
徴
と
し
、
散
声
に
林
鐘
均
と
し
て

の
整
合
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
た
、
言
い
換
え
れ
ば
、
五
声
に
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
し
た
調
弦
で
は
な

い
か
。
要
す
る
に
、
四
絃
阮
の
一
番
細
い
絃
よ
り
更
に
細
い
絃
を
加
え
、
よ
り
高
音
が
出
る
よ
う
に
し
た

り
、
又
よ
り
太
い
絃
を
加
え
た
り
、
或
は
四
絃
阮
と
は
全
く
異
な
る
調
弦
に
す
る
、
と
言
う
様
な
こ
と
で

は
な
く
、
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
四
絃
阮
の
羽
調
式
型
の
調
弦
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
四
絃
阮

で
言
え
ば
第
三
絃
と
第
四
絃
の
間
に
も
う
一
絃
加
え
る
と
云
う
発
想
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
加

え
ら
れ
た
絃
は
第
四
絃
の
太
簇
（
徴
）
の
絃
な
の
で
あ
る
。
云
う
な
ら
ば
林
鐘
均
羽
調
式
の
オ
ー
プ
ン
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
の
様
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
様
に
考
え
れ
ば
、
『
樂
書
』
に
旧
制
と
記
さ
れ
た
北
宋
当

時
の
中
国
の
四
絃
阮
の
調
弦
は
、
や
は
り
我
が
国
の
平
安
時
代
当
時
、
清
風
調
と
云
わ
れ
た
阮
咸
の
調
弦

と
型
を
同
じ
く
す
る
、
羽
調
式
の
調
弦
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
記
さ

れ
た
と
こ
ろ
の『
阮
咸
譜
』が
い
つ
頃
著
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、琵
琶
の
風
香
調
の
名
は
、（
唐
）

段
安
節
『
樂
府
雑
録
』
の
琵
琶
の
篇
に
も
楓
香
調
と
し
て
見
え
、
ま
た
、
開
成
三
年
（
八
三
八
）
唐
に
渡

っ
た
藤
原
貞
敏
が
揚
州
に
お
い
て
、
廉
承
武
か
ら
侍
授
さ
れ
た
琵
琶
譜
の
中
に
『
琵
琶
諸
調
子
品
一
巻
』

が
あ
り
、そ
こ
に
記
さ
れ
た
二
八
調
の
う
ち
に
、風
香
調
、返
風
香
調
の
調
名
も
み
え
る（
中
二
〇
〇
一
、
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七
三
頁
「
注
３２
」）。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
於
い
て
も
阮
咸
の
清
風
調
（
風
香
調
）
と
云
わ
れ
る
調
弦
は
、

唐
の
時
代
か
ら
、
少
な
く
と
も
北
宋
末
頃
ま
で
は
、
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
三
分
損
益
で
出
来
て
い
る
楽
器
の
調
弦
方
法
は
、
現
在
の
一
二
平
均
律
の
ギ
タ
―
の
よ
う

に
、
例
え
ば
五
絃
阮
の
、
第
一
絃
の
二
柱
目
の
林
鐘
と
第
二
絃
を
合
わ
せ
、
そ
の
三
柱
目
の
応
鐘
と
第
三

絃
を
合
わ
せ
、
そ
の
二
柱
目
の
太
簇
と
第
四
絃
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
や
り
方
で
は
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
宋

当
時
な
ら
ば
、
律
管
か
、
ま
た
は
方
響
の
一
片
の
よ
う
な
も
の
を
用
い
る
の
か
判
ら
な
い
が
、
ま
ず
宮
音

で
あ
る
第
二
絃
を
そ
の
然
る
べ
き
音
に
合
わ
せ
る
。
第
二
絃
と
第
四
絃
と
は
五
度
の
関
係
に
あ
る
の
で
、

二
音
の
散
声
、
あ
る
い
は
第
二
絃
の
五
柱
目
（
徴
）
か
ら
、
第
四
絃
（
徴
）
の
音
程
を
得
る
こ
と
は
容
易

で
あ
る
。
そ
の
第
四
絃
の
一
柱
目
の
姑
洗
と
第
五
絃
を
合
わ
せ
る
。
そ
の
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
の
第
一
絃
を

得
、
そ
の
五
度
関
係
に
あ
る
第
三
絃
を
得
る
。
又
は
、
第
一
絃
を
然
る
べ
き
音
に
合
わ
せ
、
そ
の
一
オ
ク

タ
ー
ヴ
上
の
第
五
絃
を
得
る
。
同
じ
く
第
一
絃
の
五
度
上
の
第
三
絃
を
得
、
そ
し
て
又
同
じ
く
第
一
絃
の

二
柱
目
の
林
鐘
と
第
二
絃
を
合
わ
せ
る
。そ
の
第
二
絃
の
五
度
上
の
第
四
絃
を
得
る
。第
一
絃
と
第
三
絃
、

第
二
絃
と
第
四
絃
と
は
そ
れ
ぞ
れ
五
度
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
五
絃
阮
は
概
ね
こ
の
よ
う
に
調
弦
す
る
。 

 

因
み
に
現
代
の
音
楽
と
比
較
す
る
と
、
色
々
な
研
究
も
あ
る
が
、
例
え
ば
楊
蔭
瀏
氏
の
『
中
国
古
代
音

楽
史
稿
』
に
よ
れ
ば
（
楊
一
九
八
一
、
上
册
三
八
六
頁
）
、
太
宗
在
位
の
当
時
は
和
峴
の
律
な
の
で
黄
鐘

が
、
凡
そ
低
め
の
〔
ｆ＃
〕
と
な
り
、
『
樂
書
』
成
立
当
時
（
中
二
〇
〇
四
、
一
一
一
頁
）
は
范
鎮
の
律
な

の
で
低
め
の
〔
ｃ＃
〕
と
な
る
。
こ
れ
を
【
図
三
】
の
散
声
（
開
放
絃
）
に
当
て
は
め
る
と
次
の
様
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
図
四
（
＃
表
記
）
】 

 

太
宗
在
位
当
時 

 
 
       

樂
書

成
立
当
時 

第
五
絃(

姑
洗) 

ａ＃ 
 
 
 
 
 

第
五
絃 

ｆ 

第
四
絃(

太
蔟) 

ｇ＃ 
 
 
 
 
 

第
四
絃 

ｄ＃ 

第
三
絃(

応
鐘) 

ｆ 
 
 
 
 
 

第
三
絃 

ｃ 

第
二
絃(

林
鐘) 

ｃ＃ 
 
 
 
 
 

第
二
絃 

Ｇ＃ 

第
一
絃(

姑
洗) 

Ａ＃ 
 
 
 
 
 

第
一
絃 

Ｆ 
	 

終
わ
り
に 

 

太
宗
の
五
絃
阮
の
記
述
は
、
後
世
、
様
々
な
書
物
に
認
め
ら
れ
る
が
、
本
論
の
阮
咸
琵
琶
の
記
述
は
、

引
用
を
除
け
ば
『
樂
書
』
以
外
に
は
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
（
宋
）
釋
文
瑩
『
續
湘
山
野
録
』
に

も
記
さ
れ
て
い
る
様
に
、
こ
の
五
絃
阮
は
皇
宮
の
宝
物
庫
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
様
な
の
で
民
間
に
伝
わ
ら
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な
か
っ
た
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
（
注
６
）
、
南
宋
に
於
い
て
は
最
早
皇
宮
内
で
も
弾
か
れ
る
こ
と

は
無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
五
絃
阮
の
調
弦
は
、
『
樂
書
』
に
記
さ
れ
た
太
常
楽
工
の
俗

譜
の
記
述
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
知
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
『
樂
書
』

の
記
述
を
そ
の
ま
ま
信
ず
れ
ば
、
五
絃
阮
は
一
二
柱
と
な
っ
て
お
り
、
唐
の
一
三
柱
の
阮
咸
と
も
異
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
柱
制
は
実
際
の
と
こ
ろ
正
確
に
は
知
り
よ
う
が
無
い
。
し
か
し
ど
の
様
な
柱
制
で
あ

ろ
う
と
、
そ
の
調
弦
の
型
自
体
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
中
隔
の
律
呂
名
よ
り
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
や
は
り
我
が
国
の
『
和
名
類
聚
抄
』
に
清
風
調
と
記
さ
れ
て
い
る
阮
咸
の
調
弦
と
型
を
同
じ
く

す
る
羽
調
式
型
の
調
弦
が
基
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
（
南
宋
）
馬
端

臨
『
文
獻
通
考
』
巻
一
三
七
、
樂
考
一
〇
の
阮
咸
琵
琶
の
条
に
、
『
樂
書
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
文

章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
俗
譜
の
上
、
下
の
記
述
に
誤
り
の
あ
る
も
の
も
多
い
の
で
、
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
注
７
）
。 

 

最
後
に
な
る
が
、
要
約
の
英
文
翻
訳
の
お
手
数
を
か
け
た
、
南
シ
ベ
リ
ア
・
ト
ゥ
バ
民
族
音
楽
演
奏
家

の
等
々
力
政
彦
氏
に
誠
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
今
回
も
漢
文
の
翻
訳
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
早

稲
田
大
学
文
学
学
術
院
の
岡
崎
由
美
教
授
に
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。 

 

注	 （
１
）
こ
の
太
宗
の
五
阮
絃
の
記
述
は
、『
宋
史
』 

巻
一
二
六
、
樂
志
一
に
も
収
め
ら
れ
、『
續
資
治
通

鑑
長
編 

百
八
巻
』
で
は
巻
三
六
に
そ
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。 

（
２
）
成
立
年
代
な
ど
『
樂
書
』
自
体
の
研
究
は
中
純
子
、
齋
藤
茂
、
二
〇
〇
四
、
「
陳
暘
『
樂
書
』
の

研
究
」
、
『
中
国
文
学
研
究
』
、
二
一
号
、
一
一
一
頁
〜
一
三
〇
頁
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
参

照
さ
れ
た
し
。 

（
３
）
参
照
し
た
『
樂
書
』
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
〈
宋
刊
〉、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
〈
宋
刊
元
修
〉 

 
 
 

の
ほ
か
に
、
公
文
書
館
所
蔵
の
林
家
本
と
紅
葉
山
文
庫
本
〈
共
に
元
刊
明
修
〉、
ま
た
淸
林
宇
沖 

 
 
 

校
勘 

光
緒
丙
子
（
一
八
七
六
）
定
遠
方
濬
師
本
と
『
四
庫
全
書
』
所
収
の
『
樂
書
』
で
あ
る
が
、 

 
 
 

四
庫
全
書
本
は
、
俗
譜
の
上
、
下
の
記
述
に
誤
り
が
多
く
、
方
濬
師
本
は
、
巻
一
四
五
の
阮
咸
琵 

 
 
 

琶
の
条
が
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
、
阮
咸
琵
琶
の
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中
部 

 
 
 

分
が
大
き
く
剥
落
し
て
い
る
。 

（
４
）『
通
典
』、
巻
一
四
四
、
樂
四  

      

傅
玄
琵
琶
賦
日

漢
遺
烏
孫
公
主
嫁
昆
彌

念
其
行
道
思
慕

故
使
工
人
裁
箏
筑
為
馬
上
之
樂

今
觀
其
器

柱
十
有
二
配
律
呂
也

四
絃
法
四
時
也

以
方
俗
語
之
日
琵
琶
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「
傅
玄
の
琵
琶
賦
に
曰
く
、
漢
は
烏
孫
公
主
を
遣
（
つ
か
）
わ
し
て
昆
彌
（
こ
ん
び
）
に
嫁
が
せ

た
。（
武
帝
は
）
そ
の
旅
の
道
す
が
ら
の
寂
し
さ
を
案
じ
、
工
人
に
命
じ
て
、
箏
や
筑
を
裁
（
た
）

っ
て
作
り
直
し
、
馬
上
で
も
弾
く
こ
と
が
出
来
る
楽
器
を
作
ら
せ
た
。
今
、
そ
の
楽
器
を
観
る
に

…
柱
は
十
二
有
り

そ
れ
は
律
呂
に
配
さ
れ
て
い
る
。
四
絃
は
春
夏
秋
冬
に
法
（
の
っ
と
）

っ
て
い
る
。
地
方
の
俗
語
で
こ
れ
を
琵
琶
と
云
っ
た
…
」 

 
 
 

『
藝
文
類
聚
』、
巻
四
四
、
樂
部
四
所
引
（
晋
）
成
公
綏
「
琵
琶
賦
」  

	 
	 
	 

分
柱
列
位
歳
数
成
也

	 

 
 
 

「
分
か
れ
た
柱
は
順
に
並
び
、
歳
数

十
二

成
る
な
り
…
（
歳
数
が
成
立
し
た
）」 

（
５
）『
倭
名
類
聚
抄
』、
巻
四  

 
 
 

阮
咸	 

樂
家
有
阮
咸
圖
一
巻

阮
咸
譜
云

清
風
調
與
琵
琶
風
香
調
同
音	 

 
 
 

「
阮
咸 

樂
家
に
は
阮
咸
図
一
巻
が
有
る
…
阮
咸
譜
の
云
う
に
は
、
清
風
調
と
琵
琶
の
風
香
調
と

は
同
音
で
あ
る
。」 

 
 
 

ま
た
、
林
謙
三
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』、
三
一
九
頁
〜
三
二
六
頁
参
照
。 

（
６
）『
續
湘
山
野
録
』	 

 
 
 

太
宗
作
九
絃
琴
七
絃
阮

嘗
聞
其
琴

蓋
以
宮
絃
加
廿
絲

號
為
大
武

宮
絃
滅
廿
絲

號
為
小

武

文
瑩
京
師
遍
尋
琴
阮

待
詔
皆
云

七
絃
阮
九
絃
琴
蔵
秘
府

不
得
見 

 
 
 

「
太
宗
皇
帝
は
九
絃
琴
と
七
絃
阮
を
作
ら
れ
た
。
以
前
に
そ
の
琴
を
聞
い
た
が
、
思
う
に
宮
絃
に

二
十
絲
を
加
え
て
大
武
と
名
付
け
、
宮
絃
か
ら
二
十
絲
減
ら
し
小
武
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
…
私

文
瑩
は
都
（
開
封
）
で
琴
、
阮
を
遍
（
あ
ま
ね
）
く
探
し
求
め
た
が
、
待
詔
た
ち
は
皆
、
七
絃
阮

と
九
絃
琴
は
皇
宮
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
云
っ
た
」 

 
 
 
 

こ
こ
に
記
さ
れ
た
七
絃
阮
は
陳
暘
『
樂
書
』
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
太
宗
作
…
七
絃
阮

（
太
宗
が
七
絃
阮
を
作
っ
た
）」
と
云
う
事
象
自
体
も
『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
に
も
『
宋
史
』
に

も
そ
の
記
述
が
な
い
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
あ
る
が
「
太
宗
作
…
七
絃
阮
」
の
記
述
は
『
續
湘
山

野
録
』
も
し
く
は
そ
の
引
用
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
い
て
は
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。「
太

宗
作
…
五
絃
阮
」
と
「
太
宗
作
…
七
絃
阮
」
の
二
つ
の
事
柄
が
太
宗
在
位
時
に
同
時
に
起
き
て
い

た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
正
史
で
あ
る
『
宋
史
』
に
も
七
絃
阮
の
記
述
が
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

お
そ
ら
く
七
絃
阮
は
五
絃
阮
の
誤
刻
か
、
あ
る
い
は
文
瑩
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。
文
瑩
の
生
没

は
未
詳
だ
が
、
凡
そ
仁
宗
、
英
宗
、
神
宗
の
間
（
一
〇
二
二
〜
一
〇
八
四
）
に
在
世
、
活
動
し
て

い
た
人
で
、
こ
の
『
續
湘
山
野
録
（
湘
山
續
録
）』
は
、
四
庫
提
要
に
よ
る
と
熙
寧
中
（
一
〇
六

八
〜
一
〇
七
七
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
見
る
と
、
太
宗
か
ら
凡
そ
八
〇
年
程
経
た
こ



 10 

の
時
代
で
も
五
絃
阮
は
、
尚
も
秘
府
（
書
類
や
財
宝
を
し
ま
っ
て
お
く
庫
）
に
蔵
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
貴
重
な
楽
器
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
五
絃
阮
が
民
間
に
伝
わ
る
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
少
し
時
代
が
下
っ
た
、
本
論
陳
暘
の
『
樂
書
』
の
記
述
は
当
時
の
皇
宮
の
音
楽
を
担
っ
て
い

た
太
常
楽
工
の
俗
譜
か
ら
採
っ
た
も
の
な
の
で
、
こ
の
五
絃
阮
な
る
楽
器
は
貴
重
な
楽
器
で
は
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

（
７
）
例
え
ば
、『
九
通
全
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
文
獻
通
考
』
や
、（
明
）
馮
天
馭
校
本
の
も
の
は
、

柱
の
「
上
、
下
」
の
記
述
に
誤
り
が
多
い
。 
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